
 

 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
   

   

   

 
   

     

 
     

   

 
 (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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四半期決算説明会開催の有無 ：無

(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第１四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第１四半期 10,727 6.0 △149 ― △128 ― 565 ―
24年３月期第１四半期 10,119 △4.5 △197 ― △137 ― △145 ―

(注) 包括利益 25年３月期第１四半期 △82百万円( ―％) 24年３月期第１四半期 △331百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年３月期第１四半期 44.86 ―
24年３月期第１四半期 △11.56 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第１四半期 46,046 9,693 16.5
24年３月期 46,298 10,682 16.6

(参考) 自己資本 25年３月期第１四半期 7,582百万円 24年３月期 7,695百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年３月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
25年３月期 ―

25年３月期(予想) 0.00 ― 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 22,000 7.1 300 1,011.1 200 545.2 700 ― 55.55
通期 44,000 5.1 900 234.6 600 146.9 900 ― 71.42

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

     

     

   

   
  

 
  
  
  

 

 
  

 

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変
更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期１Ｑ 12,739,696株 24年３月期 12,739,696株

② 期末自己株式数 25年３月期１Ｑ 137,919株 24年３月期 137,799株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期１Ｑ 12,601,815株 24年３月期１Ｑ 12,602,860株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「当四半期決算に
関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月に発生した東日本大震災の影響は改

善され、復興需要は少しずつ緩やかに強まっております。しかし、欧州の信用不安、米国景気の先行き

懸念は継続しており、海外における金融・経済の減速状態は改善されておりません。日本経済も輸出

減、国内における電力不足や原油高など景気悪化へのリスクが存在し、不安定な状況にあります。特に

海運業界は厳しい状況が続いております。 

こうした経済情勢の中、当社グループも前連結会計年度では東日本大震災の影響を大きく受け、特に

仙台地区で当初の予想を上回る回復がありましたが、北海道定期航路事業では特需的な貨物が減少しま

した。ホテル事業においては、大震災の影響が解消され、集客に努めたことで業績は改善されてきまし

た。不動産事業は、概ね順調に推移しております。 

  

(海運事業) 

前第１四半期連結累計期間に比べると東日本大震災による仙台地区の収益の大きな回復がありました

が、大震災後の他船社の航路の変更による特需的な貨物量が平常に戻ったことで、仙台地区以外では収

益が少し落ちております。ただし、当初予想より燃料油価格の上昇がなかったため、売上高は前第１四

半期連結累計期間比528百万円増（5.5％増）の10,138百万円となり、営業費用は前第１四半期連結累計

期間比527百万円増（5.4％増）の10,316百万円となったことから、営業損失は前第１四半期連結累計期

間並の177百万円となりました。 

  

(ホテル事業) 

前第１四半期連結累計期間に比べると福島原発の風評被害が解消され、集客が順調に推移しました。

これにより売上高は前第１四半期連結累計期間に比べて76百万円増（21.4％増）の436百万円となり、

営業費用はコスト削減に努めたものの前第１四半期連結累計期間に比べて30百万円増（7.3％増）の450

百万円となり営業損失は前第１四半期連結累計期間に比べて46百万円改善の13百万円となりました。 

  

(不動産事業) 

前第１四半期連結累計期間に比べると、順調に推移し、売上高は前第１四半期連結累計期間並の173

百万円となり、営業費用は前第１四半期連結累計期間に比べて２百万円減（1.9％減）となり、営業利

益は前第１四半期連結累計期間に比べて１百万円増の42百万円となりました。 

  

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は10,727百万円（前第１四半期連結累計期間比608

百万円増 6.0％増）、営業損失は149百万円（前第１四半期連結累計期間比48百万円改善）となりまし

た。 

  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて419百万円増加の15,622百万円となりました。これは、現金

及び預金が421百万円、繰延税金資産が115百万円増加し、受取手形及び売掛金が43百万円、未収入金が

37百万円それぞれ減少したことによります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて692百万円減少の

30,371百万円となりました。これは、建設仮勘定が362百万円、リース資産が271百万円それぞれ増加

し、船舶が337百万円、建物及び構築物が92百万円、投資有価証券が1,000百万円それぞれ減少したこと

によります。 

  

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて235百万円増加し、19,917百万円となりました。これは、賞

与引当金が231百万円、１年内償還予定の社債が172百万円それぞれ増加し、支払手形及び買掛金が152

百万円、短期借入金が64百万円、１年内返済予定の長期借入金が140百万円、未払法人税等が143百万円

それぞれ減少したことによります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて500百万円増加し、16,435

百万円となりました。これは、リース債務が291百万円、社債が885百万円それぞれ増加し、長期借入金

が119百万円、長期未払金が189百万円、繰延税金負債が327百万円それぞれ減少したことによります。 

  

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて988百万円減少し、9,693百万円となりました。これは、利

益剰余金が502百万円増加し、その他有価証券評価差額金が617百万円減少したことによります。 

  

  

平成24年５月14日に公表した業績予想から、子会社株式取得による負ののれん発生益により大幅に業

績が改善されましたため、平成24年８月７日、連結業績予想数値の修正を行っております。今後何らか

の変化がある場合には適切に開示してまいります。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月
１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更してお
ります。 
当該変更による、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純利益に

及ぼす影響額は、それぞれ軽微であります。 

  

  

  

該当事項はありません。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,354,740 5,776,658

受取手形及び売掛金 8,862,208 8,818,382

商品及び製品 42,946 47,993

原材料及び貯蔵品 354,098 352,243

繰延税金資産 157,150 272,380

未収入金 80,492 42,849

その他 372,564 332,863

貸倒引当金 △20,385 △20,416

流動資産合計 15,203,816 15,622,954

固定資産   

有形固定資産   

船舶 20,830,826 20,856,583

減価償却累計額 △13,324,530 △13,688,018

船舶（純額） 7,506,295 7,168,565

建物及び構築物 20,070,416 20,075,148

減価償却累計額 △14,726,975 △14,824,648

建物及び構築物（純額） 5,343,440 5,250,500

機械装置及び運搬具 7,388,144 7,445,499

減価償却累計額 △6,437,473 △6,451,183

機械装置及び運搬具（純額） 950,670 994,315

土地 7,478,920 7,478,920

リース資産 736,434 1,041,491

減価償却累計額 △173,865 △207,379

リース資産（純額） 562,569 834,112

建設仮勘定 115,500 478,065

その他 1,461,641 1,467,630

減価償却累計額 △1,274,984 △1,291,352

その他（純額） 186,657 176,277

有形固定資産合計 22,144,053 22,380,757

無形固定資産   

借地権 1,033,258 1,033,258

ソフトウエア 67,696 60,168

のれん 295,788 290,394

その他 50,622 107,735

無形固定資産合計 1,447,366 1,491,557

投資その他の資産   

投資有価証券 5,898,627 4,897,722

長期貸付金 8,688 7,887

繰延税金資産 499,714 516,142

保険積立金 590,560 602,068

その他 516,927 517,136

貸倒引当金 △41,779 △41,777

投資その他の資産合計 7,472,739 6,499,179

固定資産合計 31,064,159 30,371,493
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

繰延資産   

社債発行費 30,832 52,217

繰延資産合計 30,832 52,217

資産合計 46,298,808 46,046,665

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,281,325 6,129,102

短期借入金 6,328,130 6,263,998

1年内返済予定の長期借入金 3,242,861 3,101,902

1年内期限到来予定のその他の固定負債 871,649 871,649

1年内償還予定の社債 1,167,600 1,340,100

リース債務 132,414 185,602

未払法人税等 243,034 99,262

賞与引当金 344,148 575,168

その他 1,070,383 1,350,752

流動負債合計 19,681,546 19,917,538

固定負債   

社債 1,642,700 2,527,700

長期借入金 6,188,352 6,068,486

長期未払金 3,087,956 2,898,254

リース債務 492,990 784,764

繰延税金負債 889,148 562,145

退職給付引当金 1,816,061 1,838,045

役員退職慰労引当金 647,813 608,902

負ののれん 926,214 905,942

その他 243,875 241,434

固定負債合計 15,935,112 16,435,675

負債合計 35,616,658 36,353,214

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,215,035 1,215,035

資本剰余金 893,800 893,800

利益剰余金 4,882,869 5,385,170

自己株式 △36,365 △36,389

株主資本合計 6,955,340 7,457,617

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 761,048 143,201

繰延ヘッジ損益 △21,253 △18,631

その他の包括利益累計額合計 739,795 124,570

少数株主持分 2,987,015 2,111,263

純資産合計 10,682,150 9,693,451

負債純資産合計 46,298,808 46,046,665
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 10,119,109 10,727,277

売上原価 8,880,747 9,368,730

売上総利益 1,238,361 1,358,547

販売費及び一般管理費 1,436,167 1,507,729

営業損失（△） △197,805 △149,182

営業外収益   

受取利息 367 755

受取配当金 94,216 85,869

負ののれん償却額 20,272 20,272

その他営業外収益 70,413 25,054

営業外収益合計 185,269 131,951

営業外費用   

支払利息 109,202 97,555

その他営業外費用 15,649 13,448

営業外費用合計 124,852 111,004

経常損失（△） △137,388 △128,234

特別利益   

固定資産処分益 126 15,474

保険解約返戻金 60,401 －

負ののれん発生益 － 582,408

災害支援金 43,102 32,131

その他特別利益 209 64,103

特別利益合計 103,839 694,118

特別損失   

固定資産処分損 6,614 323

投資有価証券評価損 4,277 52,025

役員退職慰労金 108,201 －

その他特別損失 7,321 2,973

特別損失合計 126,415 55,323

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△159,964 510,560

法人税、住民税及び事業税 81,461 77,206

法人税等調整額 △109,865 △114,516

法人税等合計 △28,403 △37,310

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△131,560 547,871

少数株主利益又は少数株主損失（△） 14,101 △17,439

四半期純利益又は四半期純損失（△） △145,661 565,310
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△131,560 547,871

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △203,908 △633,475

繰延ヘッジ損益 3,650 2,717

その他の包括利益合計 △200,258 △630,757

四半期包括利益 △331,818 △82,886

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △338,819 △49,914

少数株主に係る四半期包括利益 7,000 △32,971
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該当事項はありません。  
  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日）      

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

   
 
（注）1.セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引及び振替高の消去であります。 
   2.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
  
  
  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

報告セグメント
調整額
（注1）

四半期連結損益
計算書計上額

（注2）海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 9,609,939 359,626 149,544 10,119,109 ― 10,119,109

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― 24,471 24,471 △24,471 ―

計 9,609,939 359,626 174,015 10,143,580 △24,471 10,119,109

セグメント利益又は損失(△) △178,084 △60,285 40,564 △197,805 ― △197,805
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）      

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

   
 
（注）1.セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引及び振替高の消去であります。 
   2.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
  

  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(重要な負ののれん発生益) 

「海運事業」セグメントにおいて、平成24年６月25日付で連結子会社である栗林運輸株式会社の株式を

追加取得したことに伴い、582,408千円計上しております。 

  
  

 ３．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴
い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後
の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税
法に基づく方法に変更しております。 
当該変更による、当第１四半期連結累計期間のセグメント損益に及ぼす影響額は軽微であります。 
  
  
  

該当事項はありません。  

  

報告セグメント
調整額
（注1）

四半期連結損益
計算書計上額

（注2）海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 10,138,460 436,468 152,348 10,727,277 ― 10,727,277

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― 20,808 20,808 △20,808 ―

計 10,138,460 436,468 173,157 10,748,085 △20,808 10,727,277

セグメント利益又は損失(△) △177,552 △13,918 42,289 △149,182 ― △149,182

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（1）最近における四半期毎の業績の推移（連結） 
平成25年３月期 

 
  

平成24年３月期 

 
  

５．補足情報

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

24年４月～24年6月 24年7月～24年9月 24年10月～24年12月 25年1月～25年3月

百万円 百万円 百万円 百万円

売  上  高 10,727

営業損失（△） △149

経常損失（△） △128

税金等調整前四半期純利益 510

  四半期純利益 565

 １株当たり四半期純利益
円 円 円 円

44.86

百万円 百万円 百万円 百万円

総  資  産 46,046

純  資  産 9,693

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

23年4月～23年6月 23年7月～23年9月 23年10月～23年12月 24年1月～24年3月

百万円 百万円 百万円 百万円

売  上  高 10,119 10,415 10,971 10,360

営業利益又は営業損失（△） △197 224 275 △33

経常利益又は経常損失（△） △137 169 276 △64

税金等調整前四半期純利益
又は純損失（△）

△159 △49 217 364

四半期純利益又は 
純損失（△）

△145 △119 9 146

１株当たり四半期純利益又
は純損失（△）

円 円 円 円

△11.56 △9.49 0.76 11.65

百万円 百万円 百万円 百万円

総  資  産 47,884 46,178 45,909 46,298

純  資  産 10,331 10,271 10,275 10,682
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